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札幌の平地積雪断面測定資料報告*

昭和 44~45 年・ 45~46 年および 46~47 年冬期

遠藤八十一・対馬勝年・秋田谷英次

小林俊一-鈴木重尚・水野悠紀子

小林大二・前野紀一・成田英器

油川英明・山田知充・成瀬康二

(低温科学研究所)

(昭和47年12月受理)

I.緒言

札幌の平地における積雪の断面観測は，昭和 38~39 年冬以来毎年行なわれている。乙の報告は，

昭和 44~45 年， 45~46 年および 46~47 年冬の 3 冬期聞に実施された積雪断面観測の結果をしめし

たものである。なお，昭和 38~39 年冬から 43~44 年冬までの 6 冬分は，小島・他1-5) によって発

表されている。

11. 測定方法

測定場所は，札幌市の北海道大学構内にある低温科学研究所の裏庭である。 ζの場所は，約 500

m X 500mの広い平坦な北大第2農場の南東部lと位置する。測定は原則として毎月 5日， 15日お

よび25日の午前中に行なった。測定項目は， 積雪の層構造，雪質，温度，密度，硬度，粒度，含

水率および、全積雪水量である。測定方法は， r札幌の平地積雪断面測定資料報告，昭和 38~39年冬

期J1)(小島・他)に記されたのとほぼ同じである。

111. 測定結果

昭和 44~45 年， 45~46 年および 46~47 年冬の 3 冬期聞に行なった積雪断面観測の結果は，各々

第 1表，第2表および第3表l乙示した。表中の第 2列「成層図Jの雪質および粒度は，第1-5表lと

説明した図記号を用いてあらわした。第 3列の「高さ HJは，地面からの高きの ζとで，密度G，

硬度 R，雪温 T，および含水率 W 等が測定された位置を示す。たただし， 密度の場合は，密度

キ北海道大学低温科学研究所業績第1236号

低温科学物理篇第30斡資料篇昭和47年



札幌の平地積雪断面測定資料報告

第 1-1 表積雪断面観測各項目の測定値(昭和 44~45 年冬)

成層図，C用いた記号の意味は第 1~5 表iと記した。高さ H と各測定値との関係は本文
参照。積雪水量の単位 cm-wは cm-waterの略。平均密度 Gはスノーサンプラーで

測定した積雪水量 HWを積雪深で除した値。気温 T.は断面観測時の気温。高さ H
の項の最上部の数字l立積雪深を示す。

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雲混 合水率 l積雪水量 Hw(cm-w)

時 3却j 粒雪高 H C R Ts W 平均密度 G(g.cm-S)
測定者 度質さ cm g'cm-S g'cm-2 

。C % えヌ~Î 温 T. (OC) 

1969 

GbbH  liトnロ-ロロ一H-l +「l21o o 0 
14.5 

15lJ5| 会
Hw=3.0 

XII-15 13 0.14 G=0.21 10 ~2.4 層

llh oom~ 9 0.26 10 
カ〉

5 100 わ

秩田谷 4 0.21 64 き

成田 O 一0.4 雪

1969 

団J!
12 会 Hw=3.6 

XII-25 10 ~6.0 層 G=0.30 
9h20m~40m 9 0.32 カ〉

6 わ T.= ~4.6 

遠対 藤馬 3 0.23 芦
O 2.8 雪

1970 Hr30 
26.5 ~3.9 Hw=6.2 

0--p:::::::E C打1
1-6 25 0.20 58 

全 δ=0.24 

lOh30m 
b ロロ 20 20 0.25 ~4.1 

層15 560 T.=~3.0 

CC吋A-TA 
12 0.27 

カ〉

llhlQm 10 ~2. 7 わ10 
6 0.26 き

;tk田谷 一 5 340 雪
C 八八 。 ~0.8 

1970 Hr40 38 20 ~8.3 Hw=7.3 
「一一ーー

1-14 q ‘J 、"~ c内1 35 0.08 会 G=0.19 

14h30m 一 30 
31 27 

層 Ta =一7.1010。 30 ~4.5 

15hiom 一 29 0.17 カ〉

G、bロロ 20 
24 0.25 27 

わ
ィゆ、林ド大俊二 20 ~3.0 

/J¥:;j;f1ai:- d~ 14 0.28 310 き

区ζ 10 
10 ~1. 8 

雪c-d 5 O. 18 

d I ̂八
。 一0.8

O 

1970 H 39 150 ~2.4 Hw=10.2 

1-24 

b
口~Fτ.F-一ー写・

40 33 0.20 62 G=0.26 

09h30m 
cm 

~3.4 会 T.=~ 1. 6 30 

10がn
010 0 

30 24 190 層
雪面iζ
薄り
い[あられ」

23 0.27 
カ〉 の層あ

対水遠
藤
野
馬

c 1 ^ ̂ 20 20 ~2.3 わ

』ーーー・ 15 230 き

八八 10 13 0.29 
雪

c-d 
八八 10 440 1.3 

O 。 ~0.3 

11 



12 遠藤八十一・他

第}-2表

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪温 含水率 積雪水量 Hw(cm-w)

時 亥日 粒雪高 H G R Ts w 平均密度 δ(g・cm-a)
測定着 度質さ cm g'cm-S g'cm-2 

。
C % 気 温 Ta (OC) 

1970 
Hr70 

67.5 50 4.1 

11-5 
+ + C円1

65 

14h15ffi 一 63.5 200 
会

15hiom • • 60 55 0.33 Ta=-4.8 

d I • • 
50 2.2 層 風強し

鈴山
木
田 • • 50 45 0.30 カ〉

• • 43.5 550 

裡里聖
40 わ
39 300 

35 -0.1 き

ロロ 30 28 0.32 雪

一 25 260 
^ ̂  20 
八八

20 260 -0.1 

同コ=
18 0.30 

10 11 190 
^ ̂  6 0.32 
O 
O 

1970 
H 
54 Hw:氷板のため採雪2.5 

II-16 

b~J・.E-3.・「 50 
53 220 不能

11h03ffi C円、 50 0.37 -3.8 Ta=-2.0 

12市m b r--;---e-40 45 0.33 
40 -4.8 

小、林林大俊
二 c-d • • き
イー 30 38 0.33 一.一b 
-一-
-A-
ー・. 
A 

30 -3.1 雪

c 20 23 0.33 

20 -0.6 

c-d 12 117 
^ • 10 10 0.42 O <3~5 
• ^ 。 <3~5 
O 

O 

1970 
H 
61 17 ! Hw=19.4 

q 戸=60 
0.0 

1I-26 δ=0.32 a.、b、"、〆 C町、 60 0.0 
10hlOffi 置z Ta=-2.2 

50 58 0.20 
l1hiOffi • • 

a-b • • 40 50 0.36 2900 -2.2 
鈴対
木
馬 • • 40 0.20 2.0 

a-b • • 30 30 1.5 • • -20 0.33 1.0 
b-c A ・20 10 72 0.0 

• ^ 10 4 0.40 
cl̂ ・ 。 0.0 6 
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第 1-3表

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪温 合水率 積雪水量 Hw(cm-w)

時 亥t 粒雪高 H C R Ts w 平均密度 G(g・cm-S)
測定者 皮質さ cm g.cm-' g.cm-2 

。
C % 気 温 Ta (OC) 

1970 H 81 6 -4.9 

III-5 80 80 -1.8 δ=0.30 
llh40m_ Q 1'" + cm 79 0.10 金

70 70 0.09 -1.6 

小林俊一 IQ 。。 68 38 
局010。60 63 0.19 85 

010 0 60 -4.3 I 
C I 0 ^ 50 

7J' 
58 155 

^ ̂  55 0.28 
わ

c‘di ^ ̂  40 50 -3.3 

^ ̂  48 0.34 き

^ ̂  
30 40 -2.7 

30 雪
20 20 -1.5 

18 0.35 
10 13 0.40 

d 1. • 10 

O O 0.0 

1970 76 0.20 30

1_1.81 III -14 
Hr80 

75 δ=0.42 

llhOom C円1 74 0.23 
a 1:;... :.. 

71 0.46 12hOOm C I • • 70 金
G シシ

70 

秋田谷 60 66 0.34 

成田 60 380 -5.91 層

50 59 0.37 

51 0.40 
カ〉

50 1300 -4.6 

43 0.46 わ

c句 40 -2.6 
30 き
35 0.44 95 

20 
30 一1.6

20 1600 -0.81 雪

10 
19 0.43 

c-d 
13 0.42 

ハ・
10 660 I -0.6 

7 0.49 

O I -0.2 



14 遠藤八十一・他

第 1-4表

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪温 合水率 積雪水量Hw(cm-w)
時 2却j 粒雪!局 H C R Ts 日/ 平均腎度 G(g・cm-')
測定老 皮質さ cm g.cm-' g.cm-2 

。
C % 気 温 Ta (oC) 

H11~ 
20.5 

Hw:氷放のため採雪
1970 

oTτでrtcm 115 0.0 13 
不能

III-25 .-・ 110 110 0.14 35 0.1 7'.=+0.1 
l1hOOm 01，〆，‘， 

b図工 100 150 -1.2 
か12h3Dm 100 

a I :> ~ 94 0.25 
ト一一一ー

わ010。90 90 1.1 

遠対 藤馬
ト一一一一

o-b • • 84 1100 
き

小国 80 • • 80 0.29 -0.7 
』ーーー

70 0.34 1500 0.5 雪
b 1. • 70 
G二正三二 60 0.36 2000 0.1 

010。60 50 0.0 

一 50 45 0.47 650 
b.、c• • 40 0.0 2 

一 40 30 0.42 0.0 • • ヒトC• • 30 20 0.0 H <3cm 水びたし

• • 18 0.51 1350 

一 20 13 6 b.、.c• • 一 10 10 0.43 700 0.0 
b-c • • 
C 一水豊....t.ー~o

O 0.0 

1970 
H Hw:採雲不能

• • 60 63 40 11 Ta=十7.6
IV-6 b C円1• • 60 0.25 H: 1O~18cm 
10hOOm 一 50 水しみ層

12hOOm b-c • • 50 1200 H <10cm 
全

ト一一一ー 40 水びたし

c I • • 48 0.41 層

鈴前山 木野田 • • 30 40 120 
O.Ooc 

b-c • • 20 37 0.35 
CR  10 30 0.47 420 4 

C ・・vた 20 0.51 50 
O 
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第 1-5表

図記号 電質 積雪の粒皮

粒度| 粒径

層るえ
E
F

雪

見

欝

め

雪

雪

く

制

ら

め

り

暗

仕

雪

留

さ

ら

雪

ま

が

物

り

額

め

も

さ

し

苗

純

ま

ら

し

も

新

こ

断

不

し

氷

さ

こ

し

+
一
〉

n
'
V
J
o
-
-
一
口
一

A

+
一
シ
一
ん
ι
シ

o
-
・
一
口
一

A

i''i 
a 0.5mmより小さい

b 0.5-1.0mm 

c 1.0-2.0mm 

d 2.0-4.0mm 

e 4.0mmより大きい

第2-1表積雪断面観測各項目の測定値(昭和45-46年冬)

(第1表の説明参照)

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪混 含水率 積雪水量 Hw(cm-w)

時 刻 粒雪角 H G R T， W 平均密度 G(g・cm-')
測定岩 皮質さ cm g.cm-. g'cm-2 

。c % 気 温 Ta (OC) 

1970 H 30 19 0.6 Hw=7.7 
30 金

XII-5 c π1 29 0.18 
層
G=0.26 

uhoom 
Q 1:'-:.-

20 
22 0.28 

か
Ta=+0.8 

1市田
‘"、J 

20 160 1.4 
わ“ ， ， 

10 
11 0.33 

き
歌田谷 Q¥ :;.. :;.. 

成田
10 500 一0.8

雲
川田 C 1. • O 

。 0.0 

1970 Hr!~ 24 15 -4.4 
会
Hw=8.9 

XIl-15 
C円1
23 0.11 G=0.37 r-ーーーーーー 層

13h30m a 1:;'" :;... 20 20 -1.0 カ〉 Ta= -2. 5 
トー一一

14hbom 
15 0.30 1800 

わ• • 松成田谷田
c-d 10 10 2600 -0.4 

き• • 8 0.43 
雪

川田 O 。 0.1 

1970 30 9.4 Hw=9.5 

XII-25 H m 0.20 G=0.32 

lOh10m 30 24 0.21 全 Ta= -6.0 

lOhiom 
Q 1+ + 20 -5.4 層

bbbbb dccec-

ヒ山

JE 

z

空
-J

コ-=」

20 19 4200 
カ〉

水遠対
藤
野
馬

18 0.38 わ

10 11 0.36 6160 き

10 -2.8 雪

O 3 0.44 

O 0.0 



16 遠藤八十一・他

第2-2表

年月日 成層図 高さ 早首 皮 硬度 雪温 含水率 積雪水量:Hw(cm-w)

時 爽I 1 粒雪高 H G R Tマs w 平均密度 G(g.cm-')
測定岩 皮質さ cm g.cm-3 g.cm-2 

。C % b 

ヌL 温 T. (oC) 

1971 
H 
42 5 4.2 Hw=11.8 

1-5 「一ーーーーーーー 41 0.10 G=0.28 40 40 -3.8 
12h15m~ a 1 + + C作1 33 0.22 38 会 T.=-3.8 

2E 30 2.0 
層小林俊一 30 27 70 

。ロ 25 0.24 カ〉
q 20 -1.9 

わロ。 20 19 1400 

b匡五 18 0.36 き
13 1400 

雪八・ 10 10 0.43 -1.0 
CI_ ー 5 8500 • ^ 3 0.46 

O O 0.3 

1971 一
H 
62 0.06 5 -0.3 Hw=16.8 

+ + 60 
1-16 a~b C円1 δ=0.27 

llhOOm 
+ + 50 0.10 2.6 

b、.Ca 50 金
Ta= -2.1 

llh30m 40 0.22 340 -3.0 
層

泊小村大二)I[ 

。。 40 。、b 30 0.29 2.1 カ〉。。

に=
30 
25 180 わ

b 1. • き

ト一一一ー 20 20 0.26 1.0 
雪

.ー言.

b、c.--T.--10 10 0.41 1200 -0.2 
.ー. O 0.0 
O 

H 

1971 Of..土ーt.t70 74 25 -2.5 Hw=19.9 
1-25 

‘ ふμ，〆
C円1 G=0.27 

〆〆
60 0.15 50 1.2 

全13"00m Q 
60 Ta= -1.8 

~ ~ 50 5200 -3.1 
14hOOm 

層ト一一一一ー
50 45 0.22 

01>- >-
対馬

qq q =-i.==J=. L = 

40 500 2.0 
か水野 40 

井上 35 0.29 740 

q ・・ 30 30 0.31 1.2 わ

一 25 280 b [ • • き
トーーーーーー 20 

20 0.29 0.6 
b~c ロロ

雪
ー雪国 10 

10 0.37 5800 0.4 

b、ca官士官「 O 0.0 

‘ O 
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第 2-3表

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪温 合水率 積雪水屋:Hw(cm-w) 

時 亥:cr 粒雪両 H C R Ts W 平均密度 G(g.cm-
3)

測定着 度質さ cm g'cm-3 g'cm-Z 
。
C % 気 温 Ta (oC) 

1971 71 Hw=22.4 

II-6 
H 

G=0.32 

巳ニ;70 70 0.26 100 
14h15m C庁1 Ta =一0.4

、/、~ 60 0.27 460 -2.1 
f-- 60 

全

対前
野
馬

、/、
J 45 0.36 730 

;:... :;.... 
40 1.8 

層
1--目 50 
、〆、J 36 0.33 か

回z 40 35 870 。。
わ

匡=30 21 0.30 。。
20 360 1.0 

』ーー き
。。 20 

15 0.30 

置圭 10 1500 0.0 雪10 。。
9 0.34 

O 。 0.0 

1971 
H 
72 15 0.0 Hw=23.3 

II-15 
p::::::t:: 70 

68 0.27 G=0.32 • • c昨110h30m 
トーー一一ー 60 -1.3 Ta=十1.0。。 60 58 0.41 80 
トーーーー 50 0.3 

鈴前
野
木
。。 50 48 0.41 90 
。。

40 0.5 カ〉

ロ二E 40 38 580 。。 わ

コ
l岡圃。。=圃三。。

圃

= 
30 0.5 

30 
28 0.44 960 」

者

20 -0.8 雪
。。 20 18 0.39 680 
一 10 760 0.5 
。。 10 8 0.38 。。

O 0.5 
O 
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第2-4表

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪温 含水率 積雪水量 Hw(cm-w)
時 刻 粒雪 I司 H G R Ts w 平均密度 G(g・cm-S)
測定者 度質さ cm g.cm-S g'cm-2 

。
C % 気 温 Ta (oC) 

1971 
H 
71 670 -8.1 Hw=24.3 

II-25 a~ 70 67 2300 
δ=0.34 C円1 64 0.36 • • 60 -6.0 Ta=-8.0 lOh20m d時 60 57 2000 

11hb()m 54 0.36 地吹雪
←一一一

53 3200 会
bJ 0 0 50 50 -3.9 

層.同ー・ 45 0.30 
遠対 藤馬

blo。
44 840 ト一一一 40 40 -1.7 

カ〉
a~b o 0 38 0.38 1100 
一 30 0.34 -0.7 わ

a-b 。。 30 29 1000 
き23 0.38 

一 22 1700 
a-b 。。 20 20 -0.5 雪

.-・ 15 0.32 
C I 0 0 13 470 

c-d ^ ̂  
'0 10 0.0 
5 0.38 

C I ̂  ̂  。 0.0 
O 

1971 Hr80 77 270 -2.5 Hw=24.0 

て"ーでJーcm 70 0.19 δ=0.31 III-5 
67 220 

16hOOm 
al:-:- 70 65 全

16hi5m 
b 1 0。 60 0.32 0.5 

F一一一-60 
58 2500 

d 1. • 55 -1.0 層
』一一一一- 50 0.36 

鈴木 d-e • • 45 -1.0 
』一ーー 50 44 1300 カ〉

blo。 40 0.32 
35 1.2 

40 34 800 わ岡田ー 30 0.29 blo。
25 一0.8

c匿 30 23 850 き
20 0.38 

c I • • 15 -1.0 
ト一一一一ー 20 12 1600 雪
c比ム 10 0.40 

5 -0.3 
b I ̂  ̂  ト'0， 
df-一一A一

O 
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第 2-5表

成層図 l高さ|密度 硬度 雪温 合水率 積雪水量 Hw(cm-w)
時刻] 粒雪両 :: I g・cCm s 

R Ts w 平均密度 G(g.cm-S)
測定着 度質さ g・cm-2 。C % 気温 Ta (oC) 

1971 

冨i
71 0.40 32 Hw=28.3 

III-15 63 0.26 
G=0.40 

14hOOffi 
Ta=十1.0

14山m
60 180 

58 0.37 

50 

r大え l JE  48 0.32 全
45 390 40 

層
35 0.36 

30 1 
。OC

29 0.34 1100 

19 0.39 1200 11 = 0 
13 0.39 

10 5 0.34 

O 

1971 H 41 27 Hw=16.7 

III-25 40 40 0.35 G=0.41 

• • C斤1 37 390 民主 Ta= +3. 5~ 1. 0 
13h45m c-d 

1545m • • 30 35 0.45 全 れ

c-d 
24 0.45 225 層• • 雪

小成林(俊瀬) 20 18 0.46 225 

15 0.45 
。OC

c-d • • 10 8 
c-d ・η.. 5 0.40 I}ぷ

O 。

第 3-1 表積雪断面観測j各項目の測定値(昭和 46~47 年冬)

(第1表の説明参照)

年月日|成層図

時亥u1 粒雪高
測定着|度質さ

高さ l密度|硬度|雪温|合水率|積雪水量 Hw(cm-w)
H 1 G I R I ~ I W I平均密度 G(g・cm-S)
cm I g・cm-31g・、m-21 oc I % I気温 1'a (oC) 
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第3-2表
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第 3-3表

年年目 成層図 高さ密度 硬度 雪温 合水率 積雪水量 Hw(cm-w)
時 Ji1J 粒雪両 H G R Ts w 平均官官度 G(g.cm-3)
測定者 度質さ cm g.cm-' g'cm-2 

。C % ノヌニL
ー 温 Ta (oC) 

1972 71 0.0 Hw=22.8 

II-4 H 68 0.04 5 δ=0.32 
G比よ 70 Ta=-4.1 10h30m G、bl，..，.. 

C円1 60 -3.5 

a-b 国=60 
58 310 全

11 h30m 
56 0.19 。。
50 ← 3.5 層

鈴前 木野
。。 50 

49 900 
a-b 。。

46 0.25 か
40 

a-b 戸= 4~ 2.3 

a-b 
。。 39 310 わ
30 

同ーーー 36 0.30 
b-c 。。

き同ーーーー 20 
31 280 

b-c 。。 30 1.2 

20 0.36 900 1.0 雪
八八 10 13 b-d 
八八 10 0.32 1000 -0.5 
O 
O O 

1972 
C区王

H 
73 

l-Iwニ24.6
70 70 0.39 0.0 G二 0.34II-15 C何1
65 110 10.6 c I • • Ta=-O.l 

15hOOm 60 63 0.35 ト一一一ー 60 0.0 H: 73~69 cm 

15h45m a-b o 0 55 310 2.4 
グラスト53 0.26 

』ーー 50 50 0.0 
o 0 45 230 

雪面，c雪エクボあり
駄目谷 43 0.25 所々に水みちあり
川田 b I 0 。40 40 0.3 O 。。 ?3 0.31 13日夕方から 14日午

30 
30 0.1 

後まで「ぬれゆき」降ト一一一一ー 28 350 
blo。 25 0.33 る。 14日15時30分の

.-・ 20 
20 0.1 

表面の雪の密度は15 1300 O 
c-d 13 0.42 0.51 g・cm-3，含水率• • 10 0.2 

は16.4%であった。一 10 4 0.38 
c、d• • O 0.0 

O 
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第 3-4表

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪温 合水率 積雪水笠 Hw(cm-w)
時 ~J 粒雪白 H G R 1'， 日7 平均密度 G(g.cm-3)

測定者 度質さ cm g'cm--3 g.cm-2 
。
C % 気 温 1'a (oC) 

1972 
一一一 H Hw=28.5 
+ + 100 105 16 

II-25 C打1 103 0.12 G=0.27 
+ + 

1'a=-3.8 
16hOOm 90 100 3.5 + + 

地ふぶき

1740m 
G 93 0.10 + + 

+ + 80 
90 37 3. 7 

+ + 
83 0.12 会

小林俊一 80 130 -4.2 石 )11 70 
高橋修平 b匡三 70 3.8 層

• • 60 63 0.33 b-c 60 2000 -3.0 カ〉• • トー一 50 
50 1850 一2.5

a-b o 0 48 0.30 わ

a-b 世 40 
40 -2.3 

。。 35 0.31 780 き

a-b 30 
30 一1.5。。
25 0.34 1650 雪。。

20 
20 -1.2 

b-c 庁7 11 0.36 
トーーー
A ・10 10 1.0 
b-c • ^ O 0.0 

dl.τ 
O 

1972 d 90 cm 87 140 0.0 Hw=31. 8 
III-6 • • G=0.36 

匪 80 
84 0.25 

80 -1.3 小林大二 。。
泊 )11 70 

75 950 石 本 「二ご二

日三三 60 70 0.24 • • 60 0.46 0.3 

• • 50 55 1400 
。。

50 0.38 

ヨ.ニ.E 40 
40 0.40 0.0 

.。 30 30 9500 
0・
20 
25 0.37 .。
20 -0.2 

-・一 10 5 0.43 

ー-

， ._. 
ーー
O 
O 0.0 
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第3-5表

年月日 成層図 高さ 密度 硬度 雪温 合水率 積雪水量 Hw(cm-w)

時 ~J 粒雪高 H C R Ts w 平均密度 G(g・cm-S)
測定者 度質さ Cロ1 g.cm-S g. m-2 

。
C % 気 温 Ta (oC) 

1972 
H 
69 0.32 110 10 Hw=25.0 

70 
III-17 d ・・ cm 60 0.47 G=0.36 59 

lOhOOm d 1. • 60 58 170 Ta=+4.0 
52 400 H: 69~65cm 

12hOOm 匿
50 0.36 会

50 
49 クラスト

河鈴 木村
c、d• • 45 3)0 3 H: 50cm 
ト一一一ー 40 0.33 
b I 0。 39 水がみとめられる
ト一一一ー 40 35 3)0 層 J-l: 3) cm 
b-c • • 32 8 

30 
30 0.29 水がみとめられる
29 

blo。 25 1200 

20 
20 0.44 。OC

一 19 
blo。 14 1000 3 

一 10 0.4J 
c、d^ ̂  10 9 600 

c-d 八八
O 5 

O 

1972 
H 

32 400 Hw=12.8 
c-d ・・ 30 III-25 

b b 0.。・
C円1 31 0.43 全 G=0.40 

llh30m~ 25 2800 全 層 Ta=十5.820 
bl.。 23 0.50 層 ぬ

水遠 野藤
C‘d ••• • 14 740 (jOC れ
c 10 

13 0.43 居= 
C I • • 

O 
8 0.46 

測定のために採雪された雪の上辺の位置(地面からの高き)が表K示ぎれている。採雪には，常lと高

き3cmの角型サンプラーを使用した。それゆえ，例えば，第 1-1表 2行自にある密度の値 O.14g・

cm-3 は，地面からの高さ 13~10cm の間の雪層の平均密度を意味する。硬度の場合は，硬度測定

のために木下式硬度計が置かれた雪面の高さを表に示した。合水率の項tζ 「かわき雪jと記したの

は， 自由含水が無い乙とを示し， 雪温が OOc以下のときには含水率を測定する ζとなく 「かわき

雪Jとした。平均密度 Gは， スノーサンプラーで測定して得た全積雪水量 (g・cm-2)をその場所

の積雪深 (cm)で除した値である。気温T.は断面観測時の気温である。

1月 2月および 3月中頃の積雪断面観測の結果を各冬期間Cとにまとめたものが，第 1図，第

2 図および第 3 図である。図で用いた図記号は，第 1~3 表で用いたものと全く同じである。

第 4~6 図 (a) は， 各冬期間の毎日の最高気温T.maxと最低気温 T.minを示したもので，札

幌管区気象台において測定された値6-9) である。第 4~6 図 (b) は毎日の積雪深の変化をあらわし

ている。第 4図 (b)と第 5図 (b)の積雪深は，低温科学研究所の裏庭に設置された積雪柱による測

定値であり，第 6 図 (b) の値は，札幌管区気象台の測定値8， 9) である。第 4~6 図 (b) に記されたO

印は，断面覧測を行なった場所の積雪深を示している。
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第1図 昭和44-45年冬の札幌における積雪断面観測図(1月14日 2月16日
および3月14日)
Gは密度，Rは硬度，T，は雪温，W は令水率， Hは高さをあらわす。
成層図lζ用いた図記号の意味は第1-5表i乙記した。
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第s図 昭和 46~47 年冬の札幌における積雪断面観測図(1月 14 日， 2月15日

および3月17日) (第1図の説明参照)
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第4図 (a) 昭和44-45年冬の札幌における日最高気温 Tamaxと日最低気温 Tamin 

(f北海道の気象jより)

(b) 札幌におけ~積雪深の日変化 O 印は断面観測を行なった場所の積雪深
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第 5図 (a) 昭和45-46年冬の札幌Kおける日最高気温 Tamaxと日;最低気温 Tamin 
(1北海道の気象Jより)

(b) 札幌における積雪深の日変化 o印は断面観測を行なった場所の積雪深
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第6図 (a) 昭和46-47年冬の札幌におけ乏最高気温 Tamaxと日;最低気温 Tamin 
(f北海道の気象」より)

(b) 札幌における積雪深の日変化 (f北海道の気象」より)

o J:日は断面観測を行なった場所の積雪深

文献

1) 小島賢治・他 1965 札幌の平地積雪断面測定資料報告，昭和38-39年冬期，低温科学，物理篇， 23， 99-120. 

2) 小島賢治・他 1966 向上，昭和39-40年冬期，低温科学，物理篇， 24， 159-176. 

3) 小島賢治・他 1968 同上，昭和40-41年および昭和41-42年冬期，低温科学，物理篇， 26， 113-142. 

4) 小島賢治・他 1969 同上，昭和42-43年冬期，低温科学，物理篇， 27，資料集， 1-14. 

5) 小島賢治・他 1970 同上，昭和43-44年冬期，低温科学，物理篇， 28，資料集， 25-36. 

6) 日本気象協会北海道本部 1969 北海道の気象， 13巻.

7) 同上 1970 北海道の気象， 14巻.

8) 同上 1971 北海道の気象， 15巻.

9) 同上 1972 北海道の気象 16巻.


